
鹿
ノ
台
川
柳
教
室 

二
月
度
句
会 

 

二
月
十
九
日
（
月
）
西
集
会
所 

 
席
題 
「咲
く
」  

 
 

 
 

 
 

橘 

正
清
選 

 
 

頑
張
っ
た
運
さ
え
む
け
ば
サ
ク
ラ
咲
く 

 
 
 

よ
し
尚 

 
 

サ
ク
ラ
サ
ク
吉
報
が
来
て
春
が
来
る 

 
 
 
 

ア
キ
ラ 

 
 

咲
き
乱
れ
き
れ
い
な
花
の
エ
ト
セ
ト
ラ 

 
 
 

乃
り
子 

 
 

梅
の
つ
ぼ
み
探
し
て
散
歩
長
く
な
る 

 
 
 
 

英 

二 

 
 

こ
ぼ
れ
種
噂
話
に
花
が
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 

義 

雄 

 
 

あ
ざ
や
か
に
大
輪
咲
か
す
寒
牡
丹 

 
 
 
 
 

春 

代 

 
 

待
ち
わ
び
て
年
越
し
の
花
定
位
置
に 
 
 
 
 

え
い
じ 

 
 

爛
漫
と
咲
く
快
感
が
な
い
造
花 
 
 
 
 
 
 

良 

一 

 
 

何
色
に
咲
い
て
み
よ
う
か
君
の
胸 

 
 
 
 
 

広 

子 

も
う
一
度
咲
き
た
い
夢
も
消
え
て
い
く 

 
 
 

哲 

子 

 
 

寒
い
空
父
母
逝
き
野
路
に
梅
が
咲
く 

 
 
 
 

宏 

樹 

 
 

咲
い
た
と
て
も
う
遅
い
我
徒
花
よ 

 
 
 
 
 
 

充 

 

○秀
遅
咲
き
の
蕾
し
っ
か
り
抱
い
て
い
る 

 
 
 
 

よ
う
子 

 

○軸
桜
花
咲
い
て
な
ん
ぼ
と
散
る
な
ん
ぼ 

 
 
 
 

正 

清 

  
 

宿
題 

「怪
し
い
」（連
記
）  

奥
村
義
雄
選 

家
事
の
手
間
減
ら
す
家
電
の
売
れ
る
怪 

 
 
 

宏 

樹 

座
禅
中
怪
し
い
音
に
無
表
情 

 
 
 
 
 
 
 

え
い
じ 

ま
た
し
て
も
機
密
文
書
が
暴
か
れ
る 

 
 
 
 

勝 

利 

最
近
は
や
け
に
ご
き
げ
ん
気
前
い
い 

 
 
 
 

正 

清 

片
言
の
大
阪
弁
の
上
手
い
奴 

 
 
 
 
 
 
 

英 

二 

暗
闇
の
窓
に
怪
し
く
ゆ
ら
ぐ
木
々 

 
 
 
 
 

春 

代 

怪
し
い
な
残
り
香
少
し
夫
浮
気 

 
 
 
 
 
 

登 

美 

は
れ
の
ひ
の
成
人
式
は
大
荒
れ
や 

 
 
 
 
 

幸 

男 

お
節
介
が
過
ぎ
て
仲
を
怪
し
ま
れ 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

入
試
ミ
ス
今
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
何
故
で
た
の 

 
 
 

よ
し
尚 

キ
ッ
チ
ン
で
鼻
歌
妻
は
ク
ラ
ス
会 

 
 
 
 
 

広 

子 

月
の
夜
は
自
分
の
影
に
追
わ
れ
て
る 

 
 
 
 

哲 

子 

ア
ピ
ー
ル
が
過
ぎ
て
墓
穴
を
掘
っ
て
い
る 

 
 

乃
り
子 

 

絶
対
に
儲
か
り
ま
す
と
言
う
話 

 
 
 
 
 
 

ア
キ
ラ 

勝
負
よ
り
プ
ロ
セ
ス
を
観
る
大
相
撲 

 
 
 
 
 

充 

入
試
に
は
出
題
者
ま
ず
テ
ス
ト
す
る 

 
 
 
 

千 

楽 

○秀E
A

ウ
フ
フ
フ
と
笑
っ
て
女
過
去
を
消
す 

 
 
 
 

良 

一 
 

A

○軸E
A

隠
れ
て
も
鬼
が
見
付
け
る
影
法
師 

 
 
 
 
 

義 

雄 
 
 

 
 

宿
題 

自
由
吟
（共
選
）  

 

澤
山
よ
う
子
選 

 

 

な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
と
生
き
て
楽 

 
 

ア
キ
ラ 

 

こ
ん
な
日
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
や
っ
て
み
る 

 

英 

二 

 
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
忍
耐
い
る
が
金
い
ら
ず 

 
 
 
 

充 

 
ス
ー
パ
ー
の
目
玉
で
決
ま
る
マ
イ
デ
ィ
ナ
ー 

 

よ
し
尚 

 

北
風
が
剥
が
す
私
の
化
け
の
皮 

 
 
 
 
 
 

良 

一 



 

敗
者
泣
き
勝
者
も
泣
い
て
我
も
泣
く 

 
 
 
 

乃
り
子 

 

氷
上
に
神
舞
い
降
り
て
金
運
ぶ 

 
 
 
 
 
 

登 

美 

 
内
視
鏡
心
の
内
は
写
せ
な
い 

 
 
 
 
 
 
 

幸 

男 

 

人
の
３
倍
生
き
て
き
た
よ
な
私
の
手 

 
 
 
 

広 

子 

 

寒
空
に
膨
ら
む
蕾
春
を
待
つ 

 
 
 
 
 
 
 

え
い
じ 

 

生
き
急
ぐ
正
解
だ
け
を
追
う
苦
痛 

 
 
 
 
 

勝 

利 

 

手
を
焼
い
た
部
下
に
リ
ス
ト
ラ
迫
ら
れ
る 

 
 

勝 

利 

 

励
ま
し
の
一
言
冬
を
立
ち
直
る 

 
 
 
 
 
 

良 

一 

 

黎
明
に
消
え
ゆ
く
星
の
辿
る
術 

 
 
 
 
 
 

正 

清 
A

○秀E
A

正
義
で
も
理
想
現
実
揺
れ
ま
く
る 

 
 
 
 
 

登 

美 
A

○軸E
A

折
り
目
な
い
札
を
袱
紗
に
大
安
日 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

 

宿
題 

自
由
吟
（共
選
）  

 

笹
倉
良
一
選 

 
 

 
 

ス
マ
ホ
に
は
重
さ
で
勝
る
広
辞
苑 

 
 
 
 
 

乃
り
子 

 
 

言
わ
れ
れ
ば
そ
う
か
と
思
う
四
回
転 

 
 
 
 

英 

二 

 
 

ポ
ッ
ク
リ
と
死
ね
ば
弔
辞
で
誉
め
ら
れ
る 

 
 

宏 

樹 

 
 

同
窓
会
別
れ
た
後
の
愛
拾
う 

 
 
 
 
 
 
 

哲 
子 

 
 

実
力
と
運
も
つ
か
ん
で
女
神
よ
ぶ 

 
 
 
 
 

よ
し
尚 

 
 

手
を
焼
い
た
部
下
に
リ
ス
ト
ラ
迫
ら
れ
る 

 
 

勝 

利 

 
 

人
の
３
倍
生
き
て
き
た
よ
な
私
の
手 

 
 
 
 

広 

子 

 
 

ス
ー
パ
ー
の
目
玉
で
決
ま
る
マ
イ
デ
ィ
ナ
― 

 

よ
し
尚 

 

 
 

深
情
け
持
て
余
さ
れ
る
雪
女 

 
 
 
 
 
 
 

義 

雄 

 
 

こ
ん
な
日
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
や
っ
て
み
る 

 

英 

二 

 
 

な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
と
生
き
て
楽 

 
 

ア
キ
ラ 

 
 

わ
た
く
し
を
試
し
た
く
っ
て
登
る
山 

 
 
 
 

広 

子 

 
 

内
視
鏡
心
の
内
は
写
せ
な
い 

 
 
 
 
 
 
 

幸 

男 

 
 

黎
明
に
消
え
ゆ
く
星
の
辿
る
術 

 
 
 
 
 
 

正 

清 

 
 

折
り
目
な
い
札
を
袱
紗
に
大
安
日 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

○秀
生
き
急
ぐ
正
解
だ
け
を
追
う
苦
痛 

 
 
 
 
 

勝 

利 

 

○軸
北
風
が
剥
が
す
私
の
化
け
の
皮 

 
 
 
 
 
 

良 

一 

 

 
 

宿
題 

お
題
「案
じ
る
」（互
選
） 

③
ト
ラ
ン
プ
と
正
恩
が
持
つ
核
ボ
タ
ン 

 
 
 
 

ア
キ
ラ 

 

強
が
り
を
言
う
が
浪
人
３
年
目 

 
 
 
 
 
 

義 

雄 

 

長
風
呂
の
心
配
よ
そ
に
歌
手
気
分 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

防
衛
の
た
め
と
増
強
す
る
軍
備 

 
 
 
 
 
 

ア
キ
ラ 

 

④
顔
だ
け
は
案
じ
て
い
ま
す
他
人
事 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

 

医
者
の
顔
そ
っ
と
う
か
が
う
血
糖
値 

 
 
 
 

登 

美 

⑤
氷
上
に
案
じ
た
金
を
神
運
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

登 

美 

妻
に
似
た
子
の
将
来
が
案
じ
ら
れ 

 
 
 
 
 

義 

雄 

 

曲
者
の
次
の
一
手
が
気
に
か
か
る 

 
 
 
 
 

勝 

利 

 

人
生
は
百
年
時
代
不
安
の
み 

 
 
 
 
 
 
 

幸 

男 

⑥
午
前
様
案
じ
て
い
て
も
知
ら
ぬ
顔 

 
 
 
 
 

え
い
じ 

 
古
希
の
子
に
マ
フ
ラ
ー
を
編
む
母
卒
寿 

 
 
 

英 

二 
⑦
人
類
が
死
に
絶
え
た
日
の
夕
焼
け
は 

 
 
 
 

英 

二 

 

飲
み
込
ん
だ
不
安
暴
れ
て
胸
を
蹴
る 

 
 
 
 

広 

子 



 

⑧
大
丈
夫
ト
ン
ネ
ル
い
つ
か
抜
け
る
か
ら 

 
 
 

千 

楽 
○秀E

A

➈
九
条
に
右
折
禁
止
を
言
い
聞
か
す 

 
 
 
 
 

良 

一 

 

＊
一
月
か
ら
参
加
の
充
さ
ん
、
席
題
「
咲
く
」
で
準
秀
句
、 

宿
題
連
記
「
怪
し
い
」
で
準
々
秀
句
、 

強
敵
が
増
え
て
、
い
よ
い
よ
大
変
で
す
。 

切
磋
琢
磨
、
で
す
ね
。
皆
さ
ま
ご
奮
起
を
＊
（
ア
キ
ラ
） 

  

鹿
ノ
台
川
柳
教
室 

会
員
の
新
聞
投
句 

掲
載
さ
れ
た
句 

（
一
月
十
日
～
二
月
十
八
日
各
紙
掲
載
分
） 

 

朝
日
新
聞 

田
中
新
一
選 

一
月
十
八
日 

題
「
背
く
」 

 

清
流
が
時
に
は
謀
反
企
て
る 

 
 
 
 
 
 
 

澤
山
よ
う
子 

 

一
月
二
五
日 

題
「
呼
吸
」 

 

深
呼
吸
大
き
く
ひ
と
つ
ド
ア
ノ
ッ
ク 

 
 
 
 

播
本 
英
二 

 

毎
日
新
聞 

山
田
順
啓
選 

一
月
十
一
日 

題
「
昨
日
」 

 

昨
日
ま
で
元
気
無
常
の
風
に
散
る 

 
 
 
 
 

澤
山
よ
う
子 

一
月
十
八
日 

題
「
マ
ナ
ー
」 

親
し
み
が
過
ぎ
て
マ
ナ
ー
を
置
き
忘
れ 

 
 
 

澤
山
よ
う
子 

一
月
二
五
日 

題
「
指
輪
」 

 

今
日
も
ま
た
指
輪
の
透
き
間
埋
め
て
い
る 

 
 

林 

勝
利 

二
月
一
日 

題
「
番
号
」 

 

脱
衣
箱
七
番
今
日
も
使
用
中 

 
 
 
 
 
 
 

野
々
村
ア
キ
ラ 

二
月
八
日 

題
「
磨
く
」 

 

終
の
住
処
磨
い
て
余
生
恙
無
い 

 
 
 
 
 
 

勝
部
乃
り
子 

 

奈
良
新
聞 

居
谷
真
理
子
選 

一
月
十
日 

題
「
友
」 

 

絶
交
を
覚
悟
で
意
見
く
れ
た
友 

 
 
 
 
 
 

澤
山
よ
う
子 

 

今
も
な
お
レ
モ
ン
の
味
の
友
が
い
る 

 
 
 
 

前
田 

幸
男 

 

ア
バ
ウ
ト
に
言
え
ば
人
類
み
ん
な
友 

 
 
 
 

野
々
村
ア
キ
ラ 

 

恋
人
未
満
ば
か
り
本
命
現
れ
ず 

 
 
 
 
 
 

五
十
嵐
千
楽 

一
月
十
七
日 

題
「
食
べ
る
」 

夢
追
う
日
二
人
で
分
け
た
カ
ッ
プ
麺 

 
 
 
 

野
々
村
ア
キ
ラ 

民
衆
の
胃
を
満
た
さ
ず
ド
ン
の
核
遊
び 

 
 
 

澤
山
よ
う
子 

飢
え
知
ら
ぬ
後
ろ
め
た
さ
と
有
り
難
さ 

 
 
 

播
本 

英
二 

む
か
し
む
か
し
飽
食
の
世
が
あ
っ
た
と
さ 

 
 

五
十
嵐
千
楽 

一
月
二
四
日 

題
「
ぜ
い
た
く
」 

 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
し
の
旅
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 
 
 

橘 

正
清 

 
屠
蘇
お
せ
ち
テ
レ
ビ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士 

 

野
々
村
ア
キ
ラ 

 

立
ち
食
い
の
蕎
麦
に
山
盛
り
ト
ッ
ピ
ン
グ 

 
 

播
本 

英
二 

一
月
三
十
一
日 

題
「
チ
ャ
ン
ス
」 



 

現
実
は
ピ
ン
チ
の
あ
と
は
ま
た
ピ
ン
チ 

 
 
 

播
本 

英
二 

 
何
回
も
あ
っ
た
筈
だ
と
い
う
チ
ャ
ン
ス 

 
 
 

橘 

正
清 

 
ま
た
待
て
ば
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と
奥
歯
か
む 

 

勝
部
乃
り
子 

 

リ
セ
ッ
ト
が
素
直
に
で
き
る
お
正
月 

 
 
 
 

野
々
村
ア
キ
ラ 

二
月
七
日 
題
「
飼
う
」 

 

一
人
で
は
な
い
と
教
え
る
犬
の
声 

 
 
 
 
 

播
本 

英
二 

 

飼
い
主
の
躾
教
室
待
ち
望
む 

 
 
 
 
 
 
 

澤
山
よ
う
子 

 

床
暖
房
ポ
チ
に
散
歩
を
断
ら
れ 

 
 
 
 
 
 

野
々
村
ア
キ
ラ 

 

子
供
よ
り
な
つ
い
て
く
れ
る
お
手
も
す
る 

 
 

勝
部
乃
り
子 

二
月
十
四
日 

題
「
ド
キ
ド
キ
」 

 

冷
静
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い 

 
 
 

播
本 

英
二 

 

胸
弾
む
今
日
も
新
た
な
陽
が
の
ぼ
る 
 
 
 
 

澤
山
よ
う
子 

 

ド
キ
ド
キ
も
ワ
ク
ワ
ク
も
あ
る
ニ
キ
ビ
面 

 
 

野
々
村
ア
キ
ラ 

 

ド
キ
ド
キ
や
恋
の
病
は
治
療
せ
ず 

 
 
 
 
 

前
田 

幸
男 

 

前
の
日
に
闇
に
ま
み
れ
て
ゴ
ミ
を
出
す 

 
 
 

橘 

正
清 

 

奈
良
新
聞 

 
 

自
由
吟 

 

一
月
十
一
日 

大
楠
紀
子
選 

 

カ
シ
オ
ペ
ア
掴
め
ば
指
が
透
け
て
く
る 

 
 
 

橘 

正
清 

 

満
面
の
笑
顔
に
包
む
嫉
妬
心 

 
 
 
 
 
 
 

澤
山
よ
う
子 

 

門
前
の
形
相
見
つ
め
泣
く
子
ど
も 

 
 
 
 
 

前
田 

幸
男 

一
月
十
八
日 

大
楠
紀
子
選 

残
照
に
や
が
て
遊
行
期
移
り
ゆ
く 

 
 
 
 
 

澤
山
よ
う
子 

悴
ん
だ
指
に
か
く
れ
て
オ
リ
オ
ン
座 

 
 
 
 

橘 

正
清 

悪
あ
が
き
歳
に
似
合
い
の
顔
の
皺 

 
 
 
 
 

前
田 

幸
男 

二
月
八
日 

 

松
本
征
子
選 

 

し
っ
か
り
と
閉
じ
た
本
音
が
暴
れ
出
す 

 
 
 

澤
山
よ
う
子 

 

筆
法
の
語
彙
の
盛
り
付
け
食
べ
残
す 

 
 
 
 

橘 

正
清 

景
色
と
は
ど
ん
な
色
か
と
尋
ぬ
孫 

 
 
 
 
 

前
田 

幸
男 

二
月
十
五
日 

松
本
征
子
選 

 

共
食
い
の
連
鎖
が
飢
え
を
助
長
す
る 

 
 
 
 

橘 

正
清 

 

老
化
度
を
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
試
さ
れ
る 

 
 
 

澤
山
よ
う
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
右
の
通
り
、
句
会
参
加
者
、
新
聞
各
紙
の
投
句
で
も
活
躍 

 

橘
正
清
、
林
勝
利
、
前
田
幸
男 

各
氏
は
、
短
歌
、
俳
句 

で
も
各
紙
で
活
躍
中
＊ 

 

次
回
句
会 

三
月
十
九
日
、
十
三
時
～
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル 

宿
題
の
お
題
、
「
意
中
」
、
「
返
す
」
、
「
自
由
吟
」
。
各
二
句
。 

＊
「
意
中
」
は
連
記
で
一
枚
の
短
冊
に
二
句
と
も
書
く
。 

＊
「
自
由
吟
」
は
選
者
二
人
の
共
選
、
二
部
提
出
の
こ
と
。 

当
日
席
題
あ
り
。
十
二
時
三
十
分
「
お
題
」
発
表
、 

出
句
〆
、
宿
題
十
三
時
、
席
題
十
三
時
十
五
分
。 

 
問
合
せ 

五
十
嵐
修
（７
９
・０
７
５
１
）、
原
広
子
（
７
９
・０
０
６
１
）  

 



     


